
▼
二
≡
・
姦

九
月
十
五
～
十
七
日
、
資
料
整
理
の

作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
初
、
か

な
り
の
広
さ
を
感
じ
さ
せ
た
書
庫
も
、

床
部
分
に
背
中
合
わ
せ
の
本
欄
が
三
列

置
か
れ
る
と
、
さ
す
が
に
狭
く
な
っ
た

と
い
え
ま
す
。

【
主
要
資
料
（
単
行
本
）
の

配
列
を
絶
え
る

本
の
配
列
等
の
細
か
な
作
業
は
後
回

し
に
し
て
、
主
要
な
資
料
を
お
お
ま
か

な
分
類
で
並
べ
る
こ
と
、
何
よ
り
も
積

も
？
た
チ
リ
を
払
い
、
と
り
あ
え
ず
の

定
位
置
に
置
く
こ
と
で
、
今
回
の
作
業

は
一
応
の
区
切
り
を
つ
け
ま
し
た
ら

並
べ
る
だ
け
で
も
、
新
し
く
気
付
く

こ
と
や
「
あ
の
本
が
な
い
な
」
　
と
思
い

当
た
る
こ
と
な
ど
、
結
構
、
全
体
が
見

え
て
く
る
も
の
で
す
。
あ
と
は
さ
ら
に

細
か
い
分
類
と
配
列
、
ス
ペ
ー
ス
が
不

足
し
て
く
れ
ば
、
ダ
ブ
ツ
た
資
料
を
保

管
の
た
め
に
別
置
き
に
す
る
な
ど
の
作

業
が
必
要
に
な
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

あ
と
は
、
雑
読
や
パ
ン
フ
‥
、
二
鵬
コ

ミ
類
と
い
っ
た
資
料
を
ど
う
整
理
し
て

い
く
か
に
取
り
組
ま
な
く
て
ほ
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

■
宝
の
持
ち
蘇
れ
に
な
ら
な

い
よ
う
に

棚
が
ゆ
っ
た
り
し
た
せ
い
か
、
か
な

り
多
い
と
思
っ
て

い
た
欧
文
文
献
顔

意
外
と
小
じ
ん
ま

り
と
本
棚
二
本
に

収
ま
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
で

も
戸
田
三
三
冬
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
貴

重
な
本
が
思
っ
た

よ
り
多
い
と
の
こ

と
。
あ
と
は
、
ど

う
活
用
す
る
か
と

い
う
基
本
的
な
課

題
が
迫
っ
て
き
ま

す
。当
初
、
九
月
に

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

力
作
業
に
事
を
着
け
ら
れ
な
い
ま
ま
で

九
月
の
作
業
の
ご
報
告

す
の
で
、

l
年
後

の
課
題

に
し
た

い
と
思

い
葺

本
号
の
内
容

2
　
国
際
社
会
史
研
究
所
か
ら
ジ
ヤ
ビ

民
来
訪
／
寄
贈
書

3
　
「
自
由
経
済
研
究
」
刊
行

4
　
■
連
合
論
ノ
ー
ト

6
　
デ
ー
タ
べ
1
ス
入
門
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ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の

国
際
社
芸
史
研
究
所

の
ジ
ャ
ピ
氏
が
来
訪

十
月
の
半
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
際
社

会
史
研
究
所
の
職
員
ジ
ヤ
ピ
　
（
ヂ
エ
ー

ペ
ソ
氏
が
、
富
士
宮
の
文
献
セ
ン
タ
ー

を
来
訪
し
た
。
日
本
の
運
動
史
関
係
の

資
料
セ
ン
タ
1
を
十
カ
月
間
ほ
ど
の

予
定
で
見
学
・
意
見
交
換
し
て
い
る

一
環
と
し
て
、
立
ち
寄
っ
た
も
の
。

文
献
セ
ン
タ
ー
で
は
、
七
十
年
の
週

間
ア
ン
ポ
創
刊
号
や
そ
の
他
出
版
物

を
写
真
に
と
っ
た
り
、
メ
モ
を
し
た

り
し
て
い
た
。
十
分
な
意
見
交
換
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
紹
介
代
わ
り
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
岡
研
究
所
に
つ

い
て
ほ
ん
の
一
部
訳
出
す
る
。

「
全
体
主
義
は
そ
の
反
対
者
た
ち
に
復

曹
す
る
。
敵
対
す
る
者
た
ち
の
潰
産
も

紛
失
し
が
ち
だ
。
一
九
三
三
年
、
権
力

を
得
た
ヒ
ト
ラ
竜
に
よ
っ
て
ベ
ル
リ
ン

で
起
き
た
焚
書
は
そ
の
例
で
あ
る
。
こ

う
し
た
例
は
権
力
者
が
機
会
が
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
反
対
者
で
あ
れ
ば

個
人
を
問
わ
ず
団
体
を
問
わ
ず
、
そ
の

本
、
パ
ン
フ
、
蔵
書
を
破
嬉
し
よ
う
と

す
る
b
 
L

十
四
年
前
、
私
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
当

時
、
特
に
興
味
を
引
か
れ
た
の
は
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
図
書
館
で
、
歴
史
的

文
献
や
文
物
を
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

収
蔵
品
は
、
決
し
て
古
い
勒
で
は
な
く
、

驚
か
さ
れ
た
の
は
反
体
制
運
動
関
係
の

物
で
し
た
。
そ
こ
を

的
な
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
し
、
伝
統
と
関

係
を
持
た
な
い
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
む

基
本
的
、
世
代
間
の
差
別
は
存
在
し
な

い
と
い
え
ま
す
。
六
十
年
代
中
期
の
非

伝
統
の
p
R
O
V
O
は
大
き
い
グ
ル
ー

プ
で
す
中
街
蘭
デ
モ
も
多
い
。
他
の
人
々

は
自
ら
無
政
府
主
義
の
宣
言
は
し
ま
せ

ん
。
生
活
の

管
理
す
る
図
書
館
員
国
際
社
会
史
研
究
所
、
オ
ラ
中
で
実
践
L

が
同
志
デ
ュ
ー
べ
き
ン
ダ
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
こ
と
ま
す
。
で
も
、

ん
で
、
最
近
、
日
本

を
訪
問
し
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
に
は
、
無
政
府
主
義
運
動

は
l
つ
だ
け
で
は
な
V
、
い
ろ
い
ろ
の

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
無
政
府
主
義
の
歴
史
の
中
で
は
、
オ

ラ
ン
ダ
に
時
長
い
伝
乾
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
〔
オ
ラ
ン
ダ
に
は
）
伝
統

ロ
ッ
ク

社
会
参
加
血

運
動
の
方
向

は
同
じ
で
す
。
例
え
ば
、
空
き
家
を
占

拠
す
る
運
動
〔
遍
歴
t
t
i
京
巨
蒜
竜
n
t
）

中
に
多
く
の
人
が
宣
言
す
る
の
は
無
政

府
主
義
者
で
す
．
今
、
臨
～
五
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
存
在
し
、
三
～
四
種
類
の
新

聞
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
最
高
で
は
五

干
部
も
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヂ
エ
1
べ
さ
ん
は
そ
の
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
大
草
の
社
会
運
動
史
画
書
館
の
職

員
で
す
。
所
属
は
国
際
社
会
史
研
究
所

で
す
。
ヂ
エ
ー
ペ
さ
ん
の
文
献
活
動
に
つ
い

て
の
考
え
方
は
こ
う
い
う
も
の
で
す
。

〓
）
記
憶
の
た
め
に
、
あ
る
世
代
の

集
体
紀
線
を
保
存
す
る
（
二
〕
　
団
結
の

た
め
、
同
時
代
の
人
同
士
あ
る
い
は
別

世
代
間
で
交
流
が
で
き
る
方
法
だ
と
恩

と
考
え
る
。
文
献
紀
線
の
収
集
活
動
に

多
く
の
人
が
参
加
す
る
こ
と
竿
三
＝
精

勤
中
に
編
組
（
編
集
）
の
方
法
や
意
志

を
伝
達
で
き
る
（
四
）
個
人
の
時
空
界

隈
を
革
越
し
、
意
識
と
視
野
も
広
く
な

る
（
五
）
運
動
史
と
理
念
の
持
続
性
を

維
持
す
る
。

●
寄
贈
せ

戸
田
三
三
各
氏
よ
り

『
パ
ル
チ
ザ
ン
の
日
記
』

春
木
富
三
氏
よ
り

『
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
社
会
』

〔
ド
ゥ
ボ
ー
ル
著
　
春
木
訳
〕

西
田
秀
雄
氏
よ
り

『
ス
ペ
イ
ン
の
理
念
』
　
（
ピ
ダ
ル
他

新
泉
社
一
九
七
四
年
）

『
整
る
ヴ
エ
イ
ユ
』
　
芸
日
本
隆
明

l
I
C
C
　
一
九
九
二
年
）

『
若
き
木
下
尚
江
』
　
〔
中
野
孝
次

筑
摩
書
房
一
九
七
九
年
）

『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
思
想
史
・

上
』
　
〔
ル
ブ
ラ
ン
　
社
会
思
想
社

一
九
七
六
年
）

そ
の
他
雑
誌
・
槻
蘭
紙
誌
な
ど
。
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前
号
で
刊
行
予
告
と
簡
単
な
内
容
措

介
を
し
た
同
誌
が
、
十
月
一
日
に
創
刊

さ
れ
た
。
創
刊
号
の
内
容
お
よ
び
今
後

の
予
定
は
別
掲
由
通
す
卓
あ
る
。

な
お
、
同
誌
で
取
り
上
げ
て
い
る
シ
ル

ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
の
考
え
方
申
概
要
を
紹

介
す
る
セ
ミ
ナ
1
が
、
『
ス
リ
訂
A
の

会
』
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
十
一
月
三
日
　
（
壷
〕

午
後
六
時
三
〇
分
か
ら
大
久
保
地
域
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、

「
ふ
て
な
ぜ
ゲ
ゼ
ル
か
」
、
レ
ポ
ー
タ
ー

は
森
野
栄
一
。

【
報
告
概
要
】

改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
世
間
の
常

識
の
な
か
に
は
い
く
つ
も
の
ご
く
簡
明

な
毒
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
獄
の
沙
汰
も
金
次
集
「
財
産
抱
え
て

墓
場
ま
で
い
く
の
か
よ
、
金
は
天
下
の

回
り
も
の
、
働
か
ざ
る
看
食
う
ぺ
か
ら

ず
、
金
が
敵
の
世
の
中
で
…
…
な
ど
な

ど
、
い
く
ら
で
も
出
て
き
ま
す
。

こ
う
し
た
常
識
の
革
新
性
に
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
た
の
は
、
ブ
ル
ー
ド
ン
や

ゲ
ゼ
ル
を
読
ん
で
よ
く
よ
く
考
え
て
み

れ
ば
、
な
る
ほ
ど
、
社
会
に
改
革
が
必

重
な
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
方
法
は
じ
つ

に
簡
明
な
定
式
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。この
報
告
で
は
か
つ
て
ゲ
ゼ
ル
と
い

う
ド
イ
ツ
人
を
中
心
に
多
く
の
人
た
ち

が
推
進
し
た
自
由
経
済
運
動
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
内

容
は
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

①
な
ぜ
お
金
が
問
題
な
の
か
。
不
労
所

得
権
に
つ
い
て

②
自
由
経
済
運
動
の
三
大
話

●
貨
幣
の
権
力
と
自
由
貨
幣
〔
消
滅
貨

幣
、
ス
タ
ン
プ
貨
讐

・
自
由
貨
幣
の
仕
組
み
と
そ
の
実
践
例

・
自
由
貨
幣
は
「
魔
法
」
　
か
申
　
世
の
中

の
ほ
う
こ
そ
貨
幣
の
魔
法
に
か
け
ら
れ

て
い
る

・
ケ
イ
ン
ズ
の
自
己
利
子
率
論
を
究
極

の
論
拠
と
す
る
自
由
貨
幣
批
判
の
誤
解

サ
ゲ
ゼ
ル
の
基
礎
利
子
論
の
革
新
性

●
貨
幣
購
買
力
の
安
定
化

・
イ
ン
フ
レ
に
反
対
す
る
理
由

こ
ア
プ
レ
が
問
題
な
わ
け

・
ゲ
ゼ
ル
の
指
数
通
貨
の
意
義

●
自
由
土
地

・
土
地
公
有
化
の
方
陪

・
そ
れ
に
は
自
由
貨
幣
が
必
要
な
理
由

③
社
会
主
義
に
と
っ
て
経
済
は
す
こ
し

も
特
権
的
な
地
位
を
占
め
る
も
の
で
は

な
い
が
、
運
動
の
ど
の
段
階
で
も
具
体

的
に
主
張
し
う
る
経
済
綱
領
が
必
要
な

の
で
は
、
と
い
う
論
点
。

自
由
経
済
研
究
第
一
号

〔
特
集
〕
シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
素
描

発
刊
の
辞

ゲ
ゼ
ル
に
眩
惑
　
森
野
栄
一
　
　
五

シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
の
社
会
改
革
の
貨

幣
理
論
　
層
　
こ
ア
イ
ラ
ー
ド
　
二
二

シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
と
重
患
主
義
者
と

ア
ナ
キ
ス
ト
　
〔
上
）
　
G
・
パ
ル
チ
ユ
三
〇

社
会
化
に
関
す
る
諸
概
念
≡
奥
沢
邦

成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三

社
会
化
を
定
義
す
る
た
め
の
経
済
的

・
社
会
的
諸
条
件

冒
－
t
h
鴎
l
n
中
電
a
t
i
B
　
島
　
t
h
e

許
諾
亡
　
君
的
卑
G
h
 
S
宍
i
巴
㌔
S

冒
H
Q
t
i
n
　
竜
s
t
u
早
　
島
　
F
諾
m

P
茎
昌
㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

次
号
案
内

第
二
号
　
シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
蕪
括
Ⅱ

ス
タ
ン
プ
醤
幣
　
Ⅰ
・
プ
ィ
ツ
シ
ャ
1

金
と
フ
ラ
ン
ス
並
び
に
世
界
に
対
す
る

ボ
ア
ギ
ユ
ペ
ー
ル
の
現
代
性
S
・
フ
ェ

ル
ナ
ン
デ
ス

市
場
蕪
辞
の
貨
幣
的
条
件
M
・
ア
レ

「
保
守
　
昭
り
長
テ
ル
L
の
貧
し
い
選

択
　
奥
沢
邦
成

八
十
一
月
刊
行
V

第
三
号
　
無
償
信
用
論

永
久
運
動
と
無
償
信
用
　
M
・
エ
ル

ラ
ン
D
・
ズ
ー
ア
の
最
適
流
動
性
概
念
に
つ

い
て
　
森
野
英
一

他
八
十
二
月
刊
）

第
四
号
　
ケ
イ
ン
ズ
再
解
釈

ケ
イ
ン
ズ
と
ブ
ル
ー
ド
ン
　
D
エ
ア
ィ

ラ
ー
ド

ケ
イ
ン
ズ
の
革
命
戦
略
　
M
・
エ
ル
ラ

ン他
八
九
六
年
一
月
刊
）

以
下
、
特
集
予
定

●
『
自
然
的
経
済
秩
序
』
序
文
を
読
む

●
シ
ル
ビ
オ
・
ゲ
ゼ
ル
の
貨
幣
理
論

●
F
・
ソ
デ
イ
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
経
済
学

●
C
・
H
・
ダ
グ
ラ
ス
、
生
産
主
義
と

会
計
主
義

●
バ
イ
エ
ル
ン
革
命
に
お
け
る
シ
ル
ビ

オ
・
ゲ
ゼ
ル

●
土
地
問
題
と
国
有
化

●
T
・
ク
リ
ス
テ
ン
の
経
済
理
論
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連
合
論
ノ
ー
ト
森
野
栄
一

くその3）

第
2
回
ア
ナ
ル
シ
ー
と

プ
工
デ
ラ
リ
ス
ム

〔
前
回
の
要
点
】

●
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
お
け
る

民
族
間
題
の
階
親
闘
争
へ
の
従
属
化

●
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
的
観
念
の
破
産

◆
均
質
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
意
識
に
立

つ
世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
な
る
観
念

◆
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
権
力
に
よ
る
ブ
ル

ジ
ョ
ア
支
配
権
力
の
制
圧

「

◆
こ
れ
が
階
級
間
の
敵
対
関
係
ば
か

り
か
諸
国
家
の
敵
対
関
係
を
も
消
滅
さ

せ
て
い
く
と
い
う
信
仰

「

●
し
た
が
っ
て
ソ
同
盟
な
る
も
の
が
、

普
遍
的
な
（
世
界
的
な
）
　
社
会
主
義
組

織
の
萌
芽
で
あ
る
と
す
る
信
念

⊥
ソ
コ
デ
、
今
回
の
問
題

今
日
、
世
界
全
体
を
簡
有
し
ア
ス
の
世

界
を
構
想
し
う
る
観
念
は
存
在
す
る
の

か
？

↓
「

か
つ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
古
代
世
界
に

お
い
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
制
約
を

超
え
た
普
遍
的
観
念
と
し
て
成
立
す
る

と
同
時
に
、
他
方
で
諸
民
族
を
そ
の
う

ち
に
華
宮
王
そ
れ
ら
に
お
の
れ
の
位

置
づ
け
を
与
え
た
。
つ
ま
り
、
万
民
誌

を
成
立
さ
せ
る
観
春
と
し
て
の
力
を
も
っ

て
い
た
が
、

u◆

共
産
主
義
は
現
代
世
界
に
お
い
て
、
宗

教
を
克
服
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ

が
彼
岸
的
に
実
現
し
た
観
念
世
界
に
対

置
す
る
世
界
像
を
提
起
で
き
な
い
で
き

た
。

■
ソ
レ
一
丁
ハ

八
八
現
代
世
界
に
お
け
る
新
ら
た
な
　
「
万

民
法
J
　
と
は
？

（
A
V
　
そ
こ
で
各
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
テ
　
（
民

族
性
）
が
お
の
が
位
置
を
兄
い
だ
し
う

る
普
遍
的
観
念
と
は
？

（
里
　
そ
の
も
と
で
、
各
民
族
性
の
間

の
関
係
に
具
体
的
規
定
を
与
え
る
論
理

は
な
に
か
？

「

∧
l
V
A
A
V
と
は
ア
ナ
ル
シ
ー
で
（
B
V
と

は
フ
エ
デ
ラ
リ
ス
ム
か

∧
2
）
（
A
V
と
は
「
平
和
」
　
で
n
B
）
と
は
、

無
意
識
的
に
信
じ
込
ま
れ
て
い
る
よ
う

に
「
国
連
」
　
か

【
モ
チ
ロ
ン
】

☆
ア
ナ
ル
シ
ー
と
平
和
と
は
矛
盾
し
な

い
。
デ
ナ
ル
シ
ー
は
平
和
の
真
の
定

式
で
あ
る
」
　
（
ブ
ル
ー
ド
ン
〕

☆
国
連
は
、
あ
る
タ
イ
プ
の
フ
ェ
デ
ラ

リ
ス
ト
に
と
っ
て
は
フ
エ
デ
ラ
リ
ス
ム

の
成
果
で
あ
る
。

↑

こ
こ
に
は
い
ろ
ん
な
問
題
が
あ
る

●
（
A
V
と
冨
）
と
の
関
係
（
特
に
∧
1
V

の
場
合
）

0
ア
ナ
ル
シ
ー
と
は
社
会
的
諾
闘
争

に
解
決
を
与
え
る
真
の
定
式
で
あ
る
こ

と
の
論
証

〇
八
1
）
と
∧
2
）
と
の
関
係
。
特
に
、

フ
三
ア
ラ
リ
ス
ム
の
起
渡
に
由
来
す
る

フ
三
ア
ラ
リ
ス
ム
自
体
の
間
囁
。

1
政
治
的
連
合
主
義
。
こ
れ
は
、
ネ
ー

シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
（
民
族
国
家
）
と
し

て
成
立
し
て
い
る
近
代
国
家
を
克
服
で

き
な
い
。

1
ア
ナ
ル
コ
・
フ
王
丁
ラ
リ
ズ
ム
。
例
、

ブ
ル
ー
ド
ン
や
バ
ク
T
・
ニ
ン
。

「

○
ア
ナ
ル
シ
ー
に
は
多
岐
に
わ
た
る

フ
エ
デ
ラ
リ
ス
ム
を
批
判
的
に
検
証
し

う
る
基
準
が
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
7

0
ア
ナ
ル
シ
ー
は
ス
テ
ー
ト
（
国
家
）

を
批
判
し
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
　
〔
民
族
）
　
に

そ
の
真
の
場
と
資
を
与
え
る
論
理
た
り

う
る
の
か
？
1
ス
テ
ー
ト
の
否
定
＝
ス

テ
ー
ト
と
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
混
合
の
否
定

1
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
間
の
関
係
由
再
構
成
匂

つ
ま
り
ア
ナ
ル
シ
ー
は
い
か
な
る
フ
エ

デ
ラ
リ
ス
ム
の
な
か
で
お
の
れ
を
実
現

す
る
の
か
。
な
ど
な
ど

■
ソ
コ
T
T

今
回
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
接
近
す
る
た

め
に
、
共
産
主
義
者
や
ア
ナ
キ
ス
ト
に

と
っ
て
共
通
の
信
念
で
あ
る
か
の
ご
と

き
、
国
際
主
義
　
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
九
二
の
諸
限
界
を
い
か
に
確
定
す

る
の
か
、
を
考
え
て
お
き
た
い
。

●
左
翼
連
動
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
、
こ
れ
が
克
服
せ
ん
と
す

る
資
本
家
社
会
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

（
自
由
・
平
等
・
友
愛
な
る
、
人
間
と

市
民
の
権
利
の
（
普
遍
性
）
へ
の
信
仰
）

の
普
遍
性
及
び
国
際
性
に
規
定
さ
れ
て

い
る
1
こ
の
間
題
は
省
略

い
う

●
左
翼
運
動
は
こ
れ
に
対
置
す
る
信
念

を
も
っ
て
い
る
。
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プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
そ
の
主
体
で

あ
る
と
こ
ろ
の
、
社
会
的
解
放
の
普
遍

性
に
関
す
る
信
念
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
世
界
資
本
主
義
（
資
本
主
義

の
世
界
性
）
　
に
対
し
て
、
万
国
の
労
働

者
は
団
結
つ
ま
り
、
（
結
合
す
る
）
必
要

性
あ
り
、
と
い
う
事
案
の
な
か
で
正
当

化
さ
れ
て
い
る

〔
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
共
産
党

宣
言
』
を
み
よ
）
「

こ
れ
は
マ
ル
エ
ン
の
時
代
の
∧
実
践
的

な
）
（
必
要
性
の
確
認
）
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。

■
ダ
ガ

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
登
場
〔
ロ
シ
ア
革
命
）

●
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
国
際

秩
序
を
整
序
し
、
規
定
す
る
（
教
義
に

高
め
ら
れ
る
）

⊥
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
革
命

の
位
置
づ
け
を
想
起
の
こ
と

「

ロ
シ
ア
革
命
は
資
本
家
的
生
産
様

式
の
危
機
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

世
界
全
体
に
ま
で
拡
大
し
て
い
か

ざ
る
を
え
な
い

発
展
的
な
革
命
の
過
程
の
第
一
段

階
で
あ
る

丁
場
世
界
革
命
の
観
念
）

〓
＝
ト
コ
ロ
ガ
、
周
知
の
ロ
シ
ア
革
命
の

変
質

革
命
は
世
界
的
で
普
遍
的

↑し
か
し
一
国
で
革
命
が
起
き
る

↑そ
こ
で
実
現
さ
れ
た
社
会
主
義
政

府
は
国
家
に
揺
ら
わ
れ
た
ま
ま

「革
命
的
藷
原
理
は
国
家
理
性
に
捧

げ
ら
れ
る

と
い
う
次
第

●
ソ
コ
カ
ラ

「八
革
命
思
想
の
本
質
的
な
構
成
要
素
、

社
会
的
解
放
、
普
遍
的
連
帯
性
は
歴
史

の
底
流
へ
と
追
い
や
ら
れ
）

↑爪
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
主

権
的
国
家
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、

諸
国
家
の
単
な
る
協
同
が
平
和
の
問
題

を
解
決
す
る
と
い
う
幻
想
へ
向
か
う

（
平
和
的
共
存
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
）

「

ヨ
ウ
ス
ル
ニ

●
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
絶
対

的
主
権
性
を
も
つ
諸
国
家
の
間
の
平
和

的
諸
関
係

◆
「
自
由
主
義
」
諸
国
家
対
「
社
会
主

義
」
諸
国
家
と
い
う
図
式

『
‥
こ
う
し
た
経
過
の
な
か
で
、
政
治

捧
制
や
撞
済
体
制
が
い
か
な
る
も
の
で

あ
れ
、
人
類
由
主
権
国
家
へ
の
分
割
と

い
う
現
実
へ
の
取
り
組
み
は
存
在
し
な

か
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る

レ
ー
ニ
ン
主
義
的
要
素
を
再
確
認
す
る

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
う

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
を
問
う
べ
き
。

○
…
歴
史
の
底
流
へ
と
お
し
こ
ま
れ

て
し
ま
っ
た
諸
国
民
の
平
等
と
連
帯
性

を
歴
史
的
現
実
の
具
体
性
の
な
か
に
再

登
場
さ
せ
る
の
に
、
い
ま
も
っ
て
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
な
ん
ら
か

の
苦
義
が
あ
る
の
か
。

か
つ
て
ア
メ
リ
カ
革
命
に
影
響
さ
れ

た
欧
州
人
の
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
を
構
想
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
ブ
ル
ー
ド
ン
は
、
た
だ
ひ

と
つ
の
強
国
に
よ
る
一
大
君
主
国
へ
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
変
質
し
て
し
ま
う
で
あ

ろ
う
と
警
告
し
て
い
る
　
〔
『
連
合
主
義

整
）
　
こ
こ
で
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
テ
ー

ト
の
主
権
国
家
性
を
問
わ
な
い
単
な
る

国
家
間
の
連
合
・
同
盟
と
い
う
計
画
の

不
十
分
性
が
見
抜
か
れ
て
い
る
。
こ
の

構
想
で
も
主
権
国
家
の
相
互
制
約
と
い

う
前
進
性
が
わ
ず
か
に
評
価
さ
れ
は
す

る
が
、
し
か
し
、
そ
こ
で
堰
、
国
家
間

の
発
展
の
不
均
等
性
　
〔
力
の
不
均
衡
）

に
よ
っ
て
連
合
・
同
盟
が
変
質
す
る
の

は
不
可
避
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

今
日
の
世
界
状
況
を
か
か
る
観
点
よ
り

み
れ
ば
、
米
ソ
の
対
決
∵
依
存
構
造
と

そ
の
変
化
が
理
解
で
き
る
9

0
…
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は

か
か
串
状
況
を
と
ら
え
る
の
に
無
力
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
一
方
で
、
民
族
集
団

レ
ベ
ル
で
の
自
由
（
す
な
わ
ち
自
譲
∵

独
立
）
　
の
価
値
観
に
た
つ
流
れ
が
底
流

と
し
て
あ
り
、
し
か
し
他
方
で
は
主
権

国
家
の
同
盟
帯
と
そ
の
一
大
強
国
に
よ

る
支
配
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
間
の
対
決

・
依
存
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
世
界
レ
ベ

ル
で
み
た
人
間
解
放
の
基
本
的
条
件
で

あ
る
∧
平
和
）
に
関
し
て
無
力
で
あ
る
。

ロ
…
主
権
国
豪
を
問
う
論
理
は
、
さ

し
あ
た
り
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
の
枠

組
み
の
中
で
獲
得
さ
れ
る
。
社
会
的
な

解
放
闘
争
が
蘭
わ
れ
、
な
ん
ら
か
の
社

会
体
制
、
産
済
体
制
が
選
択
さ
れ
、
政

治
体
制
の
構
成
が
問
わ
れ
て
い
く
な
か

で
、
で
あ
る
。

以
下
省
略
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の資料が文献センター所蔵であり、→般に公
開されていることを示しています。非公開の

場合はcloseになります。
「キーワード」は、検索用に記述します。

必須ではありませんが、カード閲覧者にとっ

ての有益な情報になると思います。
「作成日jには、このカードの作成者名と

作成年月日を記述します。文責です。
上記のように、項目カードに記述する内容

は、かなり細かくなっています。この細部の
項目は、最終決定ではありませんから、今後、

変更されることがあるかもしれません。
■「ア」と「ア」は違う
フリガナを記述するとき、半角カタカナに

限定しました。これはコンピュータでは「ア」
と「ア」はまったく違う文字として故われるか

らです。

コンピュータの計算能力は、人間のそれを

はるかに越えていますが、それだけです。人
間にとって・「ア」と「ア」の違いは文字幅だけ
であり、同じカタカナの「ア」であることが

即、分かります。

しかし、コンピュータはカ・タカナの「ア」
とは認識しません。単なる文字コードとして

認識するだけであり、全角と半角の「ア」は
文字コードが異なるためまったく違うものと
して扱われます。

7リガナに半角文字で入力しなければなら

ないのは、コンピュータの都合ですらプログ

ラムで半角、全角文字の違いを解消すること

もできますが、とりあえず、コンピュータの
都合に合わせて半角文字で記述してください。
■入力専用アプリケーション

前回ご案内しましたように、入力専用アプ
リケーションを用意しました。とりあえず、

園のWindows版を用意しますので、必要な方は
リベーロ編集部にお申し込みください。送料

込みで1000円でお分けします。
入力専用アプリケーションですから、前回

掲載した画面とはイメージが異なり、園のよ

うに簡略化されています嘘　その点はご了承く
ださい。入力、一覧表形式表示、追加、修正、
削除などが行えます廿

配布時期は1996年初頭を予定しています¢
データをまとめる手間を軽減するために、

このアプリケーションをご利用ください。
●Ⅳindo耶版の制限事項

配ndo耶息1、Windows95、ⅣindDWSⅣTが雇働
する梯嵐

画面解像度は錮OX600ドット以上が必要で
す。糾OX4脇ドットあるいは640X480ドット

には対応していません〔カード画面がはみ出
します）8

画面構成は、園のようにノートブック形式
を採用しています。「卦－ド形式」のページ

で基本的な項目を記述します。
「内容」および「メモJページでは、文字

量32女バイト以内で資料の内容や、カード作成

者によるメモ書

きが行えます。
な未㌧　二丈字量の

制限は入力専用
アプリケーショ
ンでの制限であ

り、「項目カー

ド」では無制限
です。

「一覧詰問軋
ページは、表計

算ソフトと似た
画面になります。

この画面でも項
目の記述ができ

ます。
なお、「レコー

ド管理」ページ
は現在、制作中

です。
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データベース入門③
ヒロ・イトウ

■「項目カード」の項目

前号（第3号）では「項．目カード」の画面を
掲載しました。今回掲載の画面は、人力専用
アプリケーションの画面です。これについて

は後から紹介します。

項目カードには、上から順番に「題名」、

l監名」、「副題」、「副題フリガナ」・・‥日
というように項目が並んでいます。「題名J

には、書籍の場合にはその書名を記述し、雑
誌や峻閑話などの舐誌類は、その耗誌名を記

述します。
論文の蓉合、掲載されている紙誌名ではな

く論文名を記述します。その論文が何に掲載
されたかは、別項目の「出典」へ紙誌名を記
述して明らかにしておきます。

なお、印刷物として発行されていない個人

史や運動史年表などの資料は、項目カードの
データそのものとして保管・蓄積されます。

これらのデータも題名を付けて　r屠名」に記

述します。
そのほか、資料がどのようなものであるか

に従い、副題を付けたり年号を記述したりし
ます。

以下、単行本を例にとって、データの入力
方法を説明します。

●単行本での記述方法
例えば、単行本の掛合、その題名そのもの

を「題名」欄へ記述します。次にその読み方
を「題名フリガナ」・欄へ半角カタカナで記述

します。題名と監名プリガナは必須項目です。
題名が記述されていなけば、その内容を推測

することができなくなります。また、題名フ
リガナが記述されていないと、題名で並べ替

えることができなくなってしまいます。
「題名」は全角30文字以内で記述します。

そのフリガナを半角カタカナ30文字以内で記
述します。30文字以上になるときは、切り捨

てて記述してください。
項目カードに記述されるデータは数千、数

万になることが予測されます。50昔順あるい
はABC順に並べ替えることができるかどう

かは、このJ題名フリガナ」にデータが記述
されているかどうかで決まります。

題名フリガナを半角カタカナで記述するよ

うに決めた田には、絶対的な決まりがあるわ
けではありません。単にデータ量の節約だけ

です。「全角ひらがなJとしても、並べ替え
には支障はありません。
ただし、半角カタカナと全角ひらがなを混

在することはできません。並べ替えるときの

基準が異なってしまうからです。
項目カードでは、前述のように「半角カタ

カナ」30文字以内で記述することに決めまし

た。手持ちの資料を項目カードに記述する機
会がありましたら、この取り決めを守ってく
ださるようにお願いいたします。

「副題」と「副題フリガナJは副題がある

ときに記述します。例えば、全集を記述する
ときは、副題が必要になります。

「著者」と「著者フリガナ」も必須項員で
す。これも全角罰文字以内と半角カタカナ30
文字以内で記述します。

「著者フリガナ」は著者順にデータを並べ

替えるときに使用します。「著者」に記述さ

れている著者名を使えばいいと思われるかも
知れませんが、このデータは全角の漢字を含

みます。コンピュータでデータを並べ替える
堤骨、内部に記録されている文事コードとい

うものを基準にします。
この基準は使用頻度を基準としたいいかげ

んなもので，辞書順のようには並べ替えるこ

とができません。・そのため、50音順に並べ替
えるためにフリガナを付けるわけです。

ただし、この馳昔順も相当いいかげんなも
のですが、ある程度の規則性はあります。
「発行年月」は打電柑41124」のように半角

数字をつなげて入力します81月1日なら
「19的0101」のように0を構います。これも

発行年順に並べ替えるための便宜的な手段で

す。
「区分」は、その資料の形態および所有状

態を表します。項目カードのデータとしての
み存在するときは「A」の「項目カ・－ド」、
単行本は「BJ、雑誌は「C」、論文は「D」

です。

r発行所／地名」には、出版社名などを記
述します。欧文の資料の縁台は、その発行地
の地名を記述します。

論文は「出典」に掲載紙誌名を記述します凸

「体裁」は単行本の場合に記述します。ペー

ジ数と大きさです。
「所蔵先」で叩enとされているときは、そ
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